
ヨハネによる福音書
John 15:1-8



「あなたがたが豊かに実を結び、わた
しの弟子となるなら、それによって、
わたしの父は栄光をお受けになる。」

（ヨハネ15:8）

「あなたがたが豊かに実を結び、わた
しの弟子であることを示すなら、それ
こそがわたしの父の栄光である。」

（ヨハネ15:8 NIV訳）



「そのように、あなたがたの光を人々
の前に輝かしなさい。人々が、あなた
がたの立派な行いを見て、あなたがた
の天の父をあがめるようになるためで

ある。」（マタイ5:16）



“This is my Father’s glory, that you 
bear much fruit, showing yourselves 

to be my disciples.”
(John 15:8) 

“Let your light shine before others, 
that they may see your good deeds 
and glorify your Father in heaven.” 

(John 15:8) 



「わたしにつながっていなさい。わたしもあなた
がたにつながっている。ぶどうの枝が、木につ
ながっていなければ、自分では実を結ぶことが
できないように、あなたがたも、わたしにつな
がっていなければ、実を結ぶことができない。
わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝であ
る。人がわたしにつながっており、わたしもその
人につながっていれば、その人は豊かに実を
結ぶ。わたしを離れては、あなたがたは何も
できないからである。」（ヨハネ15:4～5）



“Remain in me, as I also remain in you. 
No branch can bear fruit by itself; it must 
remain in the vine. Neither can you bear 
fruit unless you remain in me. 5 I am the 
vine; you are the branches. If you remain 

in me and I in you, you will bear much 
fruit; apart from me you can do nothing.”

（John 15:4-5)



「 ある人たちの習慣に倣って集会を怠っ
たりせず、むしろ励まし合いましょう。
かの日が近づいているのをあなたがた
は知っているのですから、ますます励ま

し合おうではありませんか。 」
（ヘブライ10:25）



“Let us not give up meeting together, 
as some are in the habit of doing, but 
let us encourage one another – and 

all the more as you see the Day 
approaching.”
（Hebrews 10:25)



「 しかし、実を結ぶものはみな、いよい
よ豊かに実を結ぶように手入れ（剪定/

刈り込み）をなさる。 」（ヨハネ15:2後半）

「また、子供たちに対するようにあなたがたに話さ
れている次の勧告を忘れています。「わが子よ、
主の鍛錬を軽んじてはいけない。主から懲らしめ
られても、力を落としてはいけない。なぜなら、主
は愛する者を鍛え、子として受け入れる者を皆、
鞭打たれるからである。」（ヘブライ12:5～6）



“And you have forgotten that word of 
encouragement that addresses you as sons: ‘My 

son, do not make light of the Lord’s discipline, and 
do not lose heart when he rebukes you, because 

the Lord disciplines those he loves, and he 
punishes everyone he accepts as a son.” 

(Hebrews 12:5-6)

“Every branch that does bear fruit
he prunes so that it will be even 

more fruitful.” (John 15:2b)



「だから、あなたがたは、力を尽くして（あらゆる努力を
して）信仰には徳を、徳には知識を、知識には自制を、
自制には忍耐を、忍耐には信心を、信心には兄弟愛を、
兄弟愛には愛を加えなさい。これらのものが備わり、ま
すます豊かになるならば、あなたがたは怠惰で実を結
ばない者とはならず、わたしたちの主イエス・キリストを
知るようになるでしょう。これらを備えていない者は、視
力を失っています。近くのものしか見えず、以前の罪が
清められたことを忘れています。だから兄弟たち、召さ
れていること、選ばれていることを確かなものとするよ
うに、いっそう努めなさい。これらのことを実践すれば、

決して罪に陥りません」（2ペトロ1:5～10）



「すべての人との平和を、また聖なる
生活を追い求めなさい。聖なる生活
を抜きにして、だれも主を見ることは
できません。」 （ヘブライ12：14）



“For this very reason, make every effort to add to your faith 
goodness; and to goodness, knowledge; 6 and to knowledge, 

self-control; and to self-control, perseverance; and to 
perseverance, godliness; 7 and to godliness, mutual 

affection; and to mutual affection, love. 8 For if you possess 
these qualities in increasing measure, they will keep you 

from being ineffective and unproductive in your knowledge 
of our Lord Jesus Christ. 9 But whoever does not have them 

is nearsighted and blind, forgetting that they have been 
cleansed from their past sins.10 Therefore, my brothers and 

sisters, make every effort to confirm your calling and 
election. For if you do these things, you will never stumble.” 

(2 Peter 1:5-10)



“Make every effort to live in peace with 
all men and to be holy; without holiness 

no-one will see the Lord.”
（Hebrews 12:14)



1. 私は、ぶどうの木であるイエス様につながっ
ているだろうか？

Am I staying in the vine? 
2. 私は、時々、交わりの大切さを見くびっては
いないだろうか？

Do I often underestimate the importance 
of fellowship?

3. 私は成長して実を結ばせたいと願い、どのくら
い「努力」をしているだろうか？

To what extent do I “make every effort,” 
wanting fruit to grow?



4. 私は、自分の心と魂の土に、定期的にちゃんと
光と水を注ぎ、肥料をあげているだろうか？
Am I consistently pouring light, water, and 
fertilize the sand of my heart and soul? 

5. 私は、実を結ばせていない部分を、神様に手入
れ（剪定/刈り取り）して頂いているだろうか？
もししていないならば、なぜだろうか？
Am I allowing God to prune my heart that is 
not bearing fruit? If not, why?



「だから、あなたがたは食べるにしろ飲むにしろ、
何をするにしても、すべて神の栄光を現すため

にしなさい。」（1コリント10:31）

「そして、何を話すにせよ、行うにせよ、すべて
を主イエスの名によって行い、イエスによって、
父である神に感謝しなさい。」（コロサイ3:17）

「 何をするにも、人に対してではなく、主に対し
てするように、心から行いなさい。」

（コロサイ3:23）



“So whether you eat or drink or whatever you 
do, do it all for the glory of God.”

(1Corinthians 10:31)

“And whatever you do, whether in word or 
deed, do it in the name of the Lord.” 

(Colossians 3:17)

“Whatever you do, work at it with all your 
heart, as working for the Lord.” 

(Colossians 3:23)



1. 私がしていることは、どのぐらい神の栄光を
現しているだろうか？
How much does what I do reflect God’s glory?

2. 自分の栄光のためにしているミニストリーと
神様の栄光のためにしているミニストリーは、
実にどんな違いが出ると思いますか？
What, if anything, would be the difference in      
the fruit between the ministry that we do for 
our glory & the ministry that we do for God’s 
glory? 



3. 私たちがクリスチャンだということを教会に
行ってない人々が知ったとき、私たちの行いと
言葉は、どのようにイエス様を映し出している
でしょうか？
If the unchurched know that we are the 
disciples of Jesus, how does what we do or 
what we say reflect on Jesus?



4. 悪い言葉や、悪い行いにより、神様の顔に泥を
塗り、神様を悲しませてはいないだろうか？
それとも、恵みと励ましの言葉をもって、神様に
喜んでいただいているだろうか？
Am I throwing mud in God’s face & mourning 
Him by saying and doing bad things, or am I 
trying o please God by speaking words of 
grace and encouragement?



5. 何をするにも、主に対してするように、心から
行おうと努力しているだろうか？
Am I making efforts to do all things as if doing 
them for the LORD?

6. もしそうしていたら、どのような違いを生み出す
と思いますか？

What difference would it make if we did?



「わたしは、行うようにとあなたが
与えてくださった業を成し遂げて、
地上であなたの栄光を現しました。
父よ、今、御前でわたしに栄光を

与えてください。世界が造られる前に、わたしが
みもとで持っていたあの栄光を。」（ヨハネ17:4～5）

“I have brought you glory on earth by 
completing the work you gave me to do. 

And now, Father, glorify me in your presence 
with the glory I had with you before the 

world began.” (John 17:4-5) 



「あなたがたが豊かに実を結び、
わたしの弟子となるなら、それに
よって、わたしの父は栄光をお受

けになる。」（ヨハネ15:8）

“This is my Father’s glory, that 
you bear much fruit, showing 
yourselves to be my disciples.” 

(John 15:8) 


